
令
和
五
年
度
は
、
全
体
の
奉
仕
者
た
る
国
家
公

務
員
を
育
成
す
る
と
い
う
理
念
の
下
、
時
代
に
対

応
し
た
研
修
へ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
り
、
各
府

省
に
対
し
魅
力
的
な
研
修
を
提
供
す
る
た
め
、
以

下
の
改
善
等
を
行
い
ま
す
。

　人事院では、毎年、研修の方針を検討し、実施計画を定めています。
今回は、令和５年度の研修実施計画の概要についてご紹介します。

人材局研修推進課

人事行政報告

令和５年度　人事院の研修実施計画

１　
階
層
別
研
修

⑴
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連
科
目
の
内
容
改
善
等

ア
　
行
政
研
修（
課
長
力
向
上
コ
ー
ス
）の
充
実

今
年
度
と
同
様
の
日
程
の
コ
ー
ス
に
加

え
、
本
省
課
長
級
職
員
が
多
忙
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
日
程
を
短
縮
し
た
コ
ー
ス
を
実

施
し
ま
す
。

イ 

　
行
政
研
修
の
課
長
補
佐
級
以
上
で
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
関
連
科
目
の
実
施

引
き
続
き
、
補
佐
級
以
上
の
各
研
修
コ
ー

ス
に
お
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連
科
目
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
有
識
者
の
意
見
を
聴
取

し
つ
つ
、内
容
の
改
善
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑵ 

　
研
修
内
容
等
を
考
慮
し
た
実
施
方
式
の
最
適

化・�　
初
任
行
政
研
修
に
お
い
て
、
従
来
一
週
間

の
期
間
の
自
治
体
派
遣
を
行
っ
て
い
た
も
の

を
、
二
泊
程
度
で
再
開
で
き
る
よ
う
調
整
を

行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

・�　
そ
の
他
の
行
政
研
修
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
全
日
程
オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ
ー
ス
を
設
定

す
る
な
ど
、
研
修
内
容
、
参
加
者
の
属
性
等

を
勘
案
し
つ
つ
、
合
宿
・
通
勤
・
オ
ン
ラ
イ

ン
の
選
択
や
組
み
合
わ
せ
を
適
切
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
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⑶
　
職
員
の
研
修
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上

職
員
の
研
修
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上
に
つ
い

て
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
習
会
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

２　
テ
ー
マ
別
研
修
等

⑴
　
非
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
か
ん
養

・�　
係
長
級
や
課
長
補
佐
級
の
職
員
を
対
象
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
か
ん
養
に
向
け

て
、
教
材
の
作
成
を
進
め
ま
す
。（
受
講
の

促
進
に
つ
い
て
は
後
述
⑸
参
照
）

・�　
教
材
学
習
の
内
容
を
職
場
で
よ
り
適
切
に

実
践
で
き
る
よ
う
、
課
長
補
佐
級
の
職
員
を

対
象
と
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
を
試
行
し

ま
す
。

⑵
　
若
年
層
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
研
修
20
」
に
つ
い
て
、

キ
ャ
リ
ア
理
論
に
関
す
る
学
習
と
グ
ル
ー
プ
討

議
を
中
心
と
す
る
研
修
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑶
　
実
務
経
験
採
用
者
へ
の
支
援

実
務
経
験
採
用
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
教
材
の
充
実
や
、「
実
務
経
験
採
用
者
研

修
」
の
交
流
の
場
と
し
て
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
複
数
の
地
域
で
同
質
の
研
修
を
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
検

討
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
各
府
省
に
お
け
る
オ
ン
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
早
期
に
公
務
に
な
じ
み
能
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
）
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

⑷
　
そ
の
他
の
研
修
の
見
直
し

・�　

本
院
の
「
女
性
職
員
登
用
推
進
セ
ミ

ナ
ー
」
の
内
容
を
拡
充
し
て
再
編
し
、
各
府

省
（
地
方
支
分
部
局
等
を
含
む
。）
の
人
事

管
理
等
に
責
任
を
有
す
る
課
長
等
に
対
し

て
、
女
性
登
用
拡
大
を
含
め
幅
広
く
人
事
関

連
施
策
に
係
る
意
識
啓
発
を
行
う
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

・�　
本
院
及
び
各
地
方
事
務
局
（
所
）
で
実
施

す
る
研
修
に
つ
い
て
、
良
質
な
研
修
を
広
く

提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
内
容
的
に
親

和
性
の
高
い
研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
一
斉

配
信
に
よ
り
実
施
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

⑸
　
研
修
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
実
施
方
法
の
工
夫

・�　
事
前
学
習
や
自
学
自
習
に
活
用
で
き
る
素

材
を
取
り
上
げ
て
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
と
し

て
作
成
し
、
各
府
省
に
提
供
し
ま
す
。

・�　
役
職
や
属
性
に
応
じ
て
最
低
限
身
に
つ
け

る
べ
き
知
識
や
ス
キ
ル
を
付
与
す
る
研
修

（
非
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
材
等
）
に

つ
い
て
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
受
講
管
理
を
試
行

し
、
そ
の
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
各
府
省
に
お
け
る
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
人
材
育
成
を
支
援
・
促
進
し
ま

す
。

・�　
非
管
理
職
向
け
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
に

お
け
る
、
受
講
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
上
司
を
関
与
さ
せ
る
な
ど
効
果
的

な
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

３　
派
遣
研
修

長
期
在
外
研
究
員
制
度
及
び
短
期
在
外
研
究

員
制
度
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
各
府
省
が
職
員

の
安
全
確
保
を
第
一
に
適
切
な
対
応
を
迅
速
か

つ
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

長
期
在
外
研
究
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
二
〇

二
四
年
度
の
派
遣
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
一
年

コ
ー
ス
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
関
係
府
省
と

連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
短
期
在
外
研
究
員

制
度
及
び
国
内
研
究
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
の
増
加
を
図
る
た
め
一
層
の
周
知
に
努
め

ま
す
。
な
お
、
各
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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⑴
　
行
政
官
長
期
在
外
研
究
員
制
度

各
府
省
の
職
員
を
諸
外
国
の
大
学
院
に
派
遣

し
、
原
則
と
し
て
二
年
間
研
究
に
従
事
さ
せ
ま

す
。（
博
士
号
取
得
の
た
め
期
間
を
延
長
す
る

場
合
は
延
長
可
能
）

二
〇
二
四
年
度
の
派
遣
か
ら
は
、
諸
外
国
の

一
年
制
大
学
院
に
一
年
間
派
遣
す
る
コ
ー
ス
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

⑵
　
行
政
官
短
期
在
外
研
究
員
制
度

職
員
を
諸
外
国
の
政
府
機
関
や
国
際
機
関
に

派
遣
し
、
六
か
月
間
又
は
一
年
間
、
調
査
研
究

に
従
事
さ
せ
ま
す
。

⑶
　
行
政
官
国
内
研
究
員
制
度

ア
　
修
士
課
程
コ
ー
ス

職
員
を
国
内
の
大
学
院
修
士
課
程
に
一
年

間
又
は
二
年
間
派
遣
し
、
研
究
に
従
事
さ
せ

ま
す
。

イ
　
博
士
課
程
コ
ー
ス

職
員
を
国
内
の
大
学
院
博
士
課
程
に
三
年

間
を
限
度
と
し
て
派
遣
し
、
研
究
に
従
事
さ

せ
ま
す
。

４　
ま
と
め

そ
の
他
の
研
修
を
含
め
た
、
人
事
院
が
実
施

す
る
研
修
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。
人
事
院
Ｈ

Ｐ
に
具
体
的
な
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
参
照
の
上
、
ぜ
ひ
積
極
的
な

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
参
考
）
人
事
院
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
研
修
の
ペ
ー
ジ
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